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．
し
ょ
う
じ

私
達
が
、
生
死
の
人
生
の
支
畢
せ
を
、
私
は
思
わ
ず
に
は
い
ら
や
あ
る
と
、
正
し
く
拝
ん
で
い
る
今
体
が
正
法
の
状
態
で
あ
る
こ
畢

疋
い
じ

え
と
す
べ
き
も
の
は
南
無
妙
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
日
蓮
大
士
の
の
は
日
蓮
聖
人
門
下
の
中
で
と
で
す
。
だ
か
ら
人
々
が
健

鰹
つ
け
・
し
吟
う

法
蓮
華
経
で
あ
る
こ
と
を
述
御
教
え
が
、
日
隆
聖
人
に
よ
っ
も
私
達
「
法
華
宗
」
だ
け
と
い
康
の
為
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

く
ら
れ
た
御
文
章
で
す
。
て
正
し
く
い
た
だ
け
る
こ
と
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
仏
教
の
ど
す
る
こ
と
は
正
法
の
実
践

こ
の
ご
ろ
世
界
の
情
勢
が
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特
色
は
こ
の
世
の
真
理
・
従
う
（
立
正
）
で
す
。
「
正
法
」
を
す

居
な
が
ら
に
し
て
、
よ
く
わ
か
紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
べ
き
道
（
ダ
ル
マ
。
法
と
訳
す
）
べ
て
の
人
々
の
幸
せ
の
為
に

唾
棄
溺
謹
隣
雷
雲
棚
惟
竪
諾
畢
灘
蓬
霊
駐
表
畢
蓬
謹
鍛
需
柵
皇

な
じ

っ
た
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
有
難
て
、
や
が
て
ま
た
此
の
世
を
去
こ
と
。
従
う
こ
と
。
」
故
に
南
無
の
『
立
正
安
国
論
』
で
し
た
。

ほ
《
つ

い
こ
と
か
、
少
し
物
事
を
考
え
ら
ね
ば
な
ら
な
い
私
達
が
、
ど
法
が
仏
教
の
基
本
で
あ
り
、
蓮
現
在
は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で

る
人
な
ら
ば
よ
く
理
解
で
き
の
よ
う
に
生
き
、
ど
の
よ
う
に
華
に
象
徴
さ
れ
る
最
も
根
本
「
立
正
」
が
求
め
ら
れ
て
お

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
死
を
超
え
る
か
、
そ
の
支
え
と
の
あ
り
方
が
、
南
無
妙
法
蓮
華
り
、
「
立
正
安
国
」
は
ま
さ
に

そ
の
上
で
、
法
華
経
・
日
蓮
聖
な
る
も
の
が
「
ご
本
尊
」
で
す
。
経
に
生
き
る
こ
と
で
す
。
現
在
・
未
来
の
問
題
と
い
え

人
の
御
教
え
に
導
か
れ
る
幸
冬
こ
れ
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
尋
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
身
尋
る
の
で
す
。
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さ
て
、
世
間
で
は
ま
だ
ま

だ
日
蓮
聖
人
に
つ
い
て
の
無

知
や
誤
解
が
多
い
の
は
残
念

な
こ
と
で
す
・
そ
の
意
味
で

朗
報
が
あ
り
ま
す
。
法
華
宗

法
昌
寺
住
職
の
福
島
泰
樹
上

人
が
、
『
大
法
輪
』
誌
上
で
、

「
日
蓮
紀
行
」
の
連
載
を
始

め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
日
蓮

聖
人
ゆ
か
り
の
地
を
、
福
島

上
人
と
共
に
旅
し
な
が
ら
、

聖
人
の
理
解
者
の
一
人
で
も

多
く
な
る
こ
と
を
希
う
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

が
た
さ
》

法
華
宗
教
学

大
平

や
（

法尋詞飼Ｒｊｅ

画

百

田
公

研
究
所
長

宏
龍

い
わ
ま
つ
だ
い
あ
く
せ
ぽ
ん
ぷ

も
つ
ほ
ん
ぞ
ん

間
う
て
一
云
く
、
末
代
悪
世
の
凡
夫
は
何
物
を
以
て
本
尊
と
定
む
く

答
え
て
量
く
、
法
華
経
の
題
周
を
以
て
本
尊
進
這
溌
賦
罰
し
・

『
本
尊
問
答
抄
』
（
日
興
写
本
、
定
遣

一
■
■
国
Ⅱ
ｊ
■
Ⅱ
０
０
■
１
６
８
０
０
口
０
・
‐
，
‐
●
．
．
，
．
‐
・
‐
，
●
一
一
一

一
き
や
。
》

一
五
七
三
百
〈
）



年
賀
状
を
書
け
な
か
っ
た
《

帰
る
の
に
、
都
合
で
ど
う
し
切 読

人
は
正
月
休
み
に
旧
友
を
だ

す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
き
て
い
る
。
日
本
人
は
数
え
歳
「
正
月
の
一
日
を
も
て
な
す

古
来
ど
の
家
で
も
新
年
を
迎
の
習
慣
を
ほ
と
ん
ど
捨
て
て
人
は
、
徳
が
す
ぐ
れ
人
に
愛
さ

し
め
§

え
る
と
き
に
は
、
注
連
縄
を
飾
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
挨
拶
に
れ
る
人
で
あ
る
。
」
（
雲
餐
職
蕊

り
、
お
せ
ち
料
理
を
整
え
て
、
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
一
年
を
議
緋
趣
雲
）
と
は
日
蓮
聖
人
の

何
か
し
ら
特
別
な
、
あ
ら
た
ま
ゆ
送
り
、
年
が
明
け
て
一
つ
歳
を
垂
。
》
お
言
葉
だ
が
、
人
に
愛
さ
れ
る

っ
た
空
気
が
流
れ
て
い
た
。
生
重
ね
た
か
ら
め
で
た
い
、
と
い
人
は
人
を
愛
す
る
人
で
あ
る
。

活
が
多
様
化
し
た
現
代
で
は
、
う
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
お
題
目
の
功
徳
に
あ
ず
か
つ

そ
の
よ
う
に
準
備
し
て
新
年
し
か
し
わ
が
ま
ま
勝
手
に
毎
て
い
る
人
な
ら
ば
、
さ
ら
に
そ

鵬食

目次

の
だ
。
し
か
し
ど
こ
に
い
て

ど
の
よ
う
な
過
ご
し
方
を

す
る
に
せ
よ
、
正
月
を
た
だ

の
休
日
で
は
な
く
、
あ
ら
た

Ｎｏ．1３４
砿
周
を
も
て
凌
繊

「
も
て
な
す
」
と
は
大
切
に

一⑧｢宗祖の御教え」
法蕊宗教学研究所長大平宏龍

一．現代に生きている教学
側随学林助教授石田智宏

一｡法華宗教学研究所紹介

一○聖応山妙感寺
干莱茂原市妙悪寺田中庸雄

一⑳大沼田檀林
千葉東金市妙経寺渡辺明博

一⑧写経会
教化センター報
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を
迎
え
る
人
は
稀
少
の
部
類

に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

で
も
な
お
、
「
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
」
と
い
う
挨
拶
は
生

Ｉ

や
温
泉
で
、
ま
た
海
外
で
週
こ

|表紙写真

ある年の正月､まだ歩けるように

なって間もないと思われる男の子が

お父さんとお母さんと一緒に歩い

ていました｡手にはみかんを握りし
め､嬉しそうにしているお子さんを

ご両親は微笑ましく見ていました。

I.こんにちは』と挨拶すると、まだ

しゃべれそうになかった男の子は、
私にみかんをくれようとしました。

何とも言えない､とても嬉しくて､愛

おしい気持ちになったのを思い出し
ました。

写真家小高雅也

●

日
を
過
ご
し
、
た
だ
歳
を
重
ね
の
功
徳
を
積
ん
で
こ
そ
、
歳
を

て
本
当
に
め
で
た
い
と
言
え
’
加
え
る
こ
と
が
め
で
た
い
の

．
○

る
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
冒
頭
の
で
あ
る
。

言
葉
が
生
き
て
く
る
。
正
月
の
過
ご
し
方
は
人

雅也１
－

興
隆
学
林
助
教
授

石
田
智
宏

､six海一

と
と
も
に
過
ご
す
特
別
な

謬

っ
た
気
持
ち
で
迎
え
る

と
に
価
値
が
あ
る
。

晴
唐
時
代
の
中
国
で
は
、

そ
さ
い
じ
か
い

月
は
読
斎
・
持
戒
し
経
を

し
じ
さ
ん

む
月
と
さ
れ
た
（
四
時
墓

）
・
社
会
全
体
が
殺
生
・
肉

を
や
め
、
戒
を
守
っ
た
の

。
今
の
わ
れ
わ
れ
に
と
つ

持
戒
と
は
法
華
経
を
た

つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
お
題

を
心
に
お
い
て
生
き
る

と
。
正
月
は
そ
の
こ
と
を

め
て
意
識
す
る
時
で
あ

。
今
年
は
、
あ
る
い
は
今

も
、
ど
こ
に
い
て
も
、
何

し
て
い
て
も
、
正
月
を
大

に
過
ご
す
こ
と
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

要雪

ＫＯ

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
る
・
ま

ば
ら
く
解
放
さ
れ
て
、
家
族

う
人
が
い
る
。
家
族
の
元
へ
を

ウ
ン
は
い
つ
も
機
上
と
い
一
年

ご
す
人
も
少
な
く
な
い
・
私
改

も
い
れ
ば
、
新
年
を
ホ
テ
ル
目

思
っ
て
年
賀
状
を
書
く
。
こ
一
て

ひ
と
と
き
と
な
る
。
年
末
に

の
時
が
書
き
入
れ
時
の
人
一
も

わ
れ
る
人
に
は
、
や
っ
と
し

う
・
大
晦
日
ま
で
仕
事
に
追
て

て
も
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
い

の
友
人
に
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
心
．
る

■

ハ

胸

１

Ｍ
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も
り
へ

哉
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１

法
華
宗
教
学
研
究
所
は
、
昭
和
一
一
鶏
な
っ
て
い
ま
す
。

癖
し
た
問
題
を
討
議
す
る
際
に
最
も
錨
持
、
広
報
に
貢
献
し
続
け
る
教
学
研

○

十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
「
法
華
宗
桂
癖
ま
た
総
会
で
は
、
研
究
発
表
の
他
癖
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
代
社
会
に
蝿
究
所
の
活
動
の
記
録
と
し
て
重
要

林
同
学
会
」
が
前
身
で
あ
り
、
昭
和
》
に
「
討
議
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
こ
鞍
起
き
て
い
る
様
々
な
問
題
を
法
華
》
な
意
義
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
ま

鐙

三
十
八
年
に
現
研
究
所
と
な
り
ま
綴
で
は
一
プ
ー
マ
を
一
つ
選
定
し
、
担
当
露
宗
教
義
と
の
関
連
で
ど
う
捉
え
る
静
た
近
年
で
は
、
各
自
の
努
力
も
あ
っ

し
た
。
当
初
か
ら
は
実
に
六
十
一
年
識
者
数
名
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
っ
て
問
癖
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
識
て
一
年
に
一
回
の
発
行
が
実
現
し

の
伝
統
を
有
す
る
研
究
機
関
で
す
。
識
題
提
起
を
し
た
上
で
、
全
員
参
加
に
綱
ま
さ
に
こ
う
し
た
点
こ
そ
が
法
華
識
て
お
り
、
宗
内
の
み
な
ら
ず
宗
外
の

当
研
究
所
は
文
字
通
り
法
華
宗
唾
よ
る
熱
い
討
議
が
展
開
さ
れ
て
い
唖
宗
教
学
研
究
所
の
大
き
な
特
徴
の
唖
研
究
者
か
ら
も
注
目
を
集
め
る
に

の
教
学
に
つ
い
て
研
究
す
る
組
織
蝿
ま
す
。
ち
な
み
に
近
年
取
り
上
げ
ら
蝿
一
つ
で
あ
る
と
一
一
一
一
国
え
る
で
し
ょ
う
。
》

で
あ
り
、
所
長
以
下
、
所
員
・
研
究
蝉
れ
た
テ
ー
マ
に
は
、
「
憲
法
第
九
条
蕊
さ
ら
に
、
各
自
の
研
究
成
果
を
発
群

○

員
・
研
究
生
を
あ
わ
せ
て
、
現
在
総
蕊
を
考
え
る
」
（
平
成
一
一
十
年
度
）
、
鶴
表
す
る
場
と
し
て
、
「
榔
椛
載
講
」
が
蝿

勢
二
十
五
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
蕊
「
『
立
正
安
国
論
』
を
め
ぐ
る
問
題
」
蝿
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
桂
林
学
叢
』
鋸

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
研
究
所
メ
ン
蝿
（
平
成
二
十
一
年
度
）
、
「
臓
器
移
植
蝿
は
昭
和
三
十
五
年
に
創
刊
さ
れ
た
錨

バ
ー
は
、
仏
教
学
部
・
宗
史
部
・
宗
学
静
に
つ
い
て
（
脳
死
に
つ
い
て
）
」
（
平
隷
機
関
誌
で
、
現
在
二
十
一
号
（
平
成
鞍

部
・
文
化
部
の
各
部
に
所
属
し
、
各
識
成
一
一
十
一
一
年
度
）
な
ど
、
そ
の
内
容
鞍
一
一
十
一
年
）
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
教
封

蛾

峨

自
の
研
究
領
域
に
お
い
て
研
鎖
を
識
は
教
学
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
今
日
社
識
学
研
究
所
の
活
動
を
支
え
て
き
た
鏡

深
め
、
一
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
識
会
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
柄
癖
多
く
の
諸
師
の
貴
重
な
論
文
の
宝
識

「
総
会
」
に
お
い
て
自
身
の
一
年
間
唾
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
遜
庫
と
し
て
、
ま
た
日
蓮
大
聖
人
の
正
唖

の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
に
》
た
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
蕊
統
で
あ
る
真
正
宗
義
の
継
続
的
維
蝿

裁
義
風
く
し
で
宗
門
の
生
命
は
あ
り
え
な
い

宮

１

苅
谷
日
任
師
『
桂
林
学
叢
』
創
刊
号
序
文

１
１



錨
林
長
）
は
一
桂
林
学
叢
』
創
刊
号
（
昭
和
蝿
導
師
日
隆
聖
人
が
数
百
巻
の
蝿
の
低
下
で
あ
る
。

韓
一
一
一
十
五
年
）
に
寄
せ
た
序
文
の
冒
頭
鍔
大
著
に
蕊
っ
て
昨
遊
せ
ら
れ
鯉
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

識
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
癖
た
指
南
に
よ
っ
て
、
宗
祖
大
聖
識
こ
の
与
え
ら
れ
た
使
命
を
全
う

織
ら
れ
ま
す
。

聡
人
の
真
正
宗
義
に
対
す
る
精
議
す
べ
く
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
は

想
宗
門
の
命
脈
は
云
う
ま
で
も
螺
確
な
研
究
と
其
の
組
織
を
計
電
日
々
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
今

醗
な
く
教
義
で
あ
る
・
教
義
な
く
唖
り
、
以
っ
て
内
に
は
宗
脈
の
相
率
後
も
さ
ら
な
る
ご
理
解
ご
支
援
を

鞠
藍

蕊
し
て
宗
門
の
生
命
は
あ
り
得
蕊
続
を
、
外
に
は
宗
義
の
蹴
捺
を
蝿
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

″
峠
ｖ
蓉
睡
妙
陸
帳
豚
ｋ

は
い
た
い
ひ

鶏
削
除
事
件
」
等
、
一
連
の
国
家
権
力
蝿
廃
頼
Ｉ
〕
、
延
い
て
は
大
衆
随
乳
蕊
南
に
よ
っ
て
精
確
に
研
究
ｌ
〕
、
宗
教

至
っ
て
い
ま
す
。

お
と

討
議
会
に
つ
い
て
も
、
資
料
を
ま
蝿
に
よ
る
仏
教
教
団
弾
圧
事
件
に
屈
錨
淀
悪
道
に
堕
せ
‐
〕
め
る
大
誇
蝿
学
・
宗
学
・
宗
門
史
・
仏
教
文
化
な

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
鞍
せ
ず
、
一
貫
し
て
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
群
法
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
綴
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
各
々
の
研
究

て
宗
内
に
配
布
す
る
な
ど
、
そ
の
成
識
の
正
義
を
貫
き
そ
の
壊
滅
の
危
機
識
あ
る
。

識
を
組
織
化
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
宗

果
を
宗
門
に
少
し
で
も
還
元
で
き
識
を
乗
り
越
え
て
き
た
唯
一
の
宗
門
識
す
な
わ
ち
、
真
正
な
教
義
の
伝
持
織
門
の
内
外
に
発
信
し
て
行
く
・
こ
れ

る
よ
う
、
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
穏
で
す
。
戦
後
、
こ
う
し
た
伝
統
を
受
遁
弘
通
こ
そ
が
、
大
衆
を
悪
道
に
堕
せ
唖
が
当
研
究
所
の
役
割
で
あ
り
使
命

葱
靭
溌

ま
す
。
遥
け
、
さ
ら
に
教
学
の
発
展
を
願
っ
唖
し
め
な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
霞
な
の
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
法
華
宗
は
、
蝿
て
、
学
究
の
僧
を
集
め
て
設
立
さ
れ
蕊
い
う
こ
と
で
す
。

蝿
株
橋
日
涌
上
人
（
当
時
の
所
長
）

昭
和
十
一
一
年
の
「
法
華
宗
教
義
綱
要
鶏
た
の
が
当
研
究
所
の
前
身
で
あ
る
鶏
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
仰
っ
て
い
癖
は
『
桂
林
学
叢
』
第
十
号
の
序
文
で
、

事
件
」
、
同
十
六
年
四
月
か
ら
一
一
十
癖
「
桂
林
同
学
会
」
で
し
た
。

蝿
ま
す
。

蜘
宗
学
の
向
上
は
宗
勢
の
発
展

に
い
は
い

年
十
月
に
至
る
「
星
祭
羅
国
神
不
敬
鶏
苅
谷
日
任
上
人
（
当
時
の
興
隆
学
癖
桂
林
同
学
会
は
本
宗
再
興
唱
鶏
で
あ
り
、
宗
学
の
預
廃
は
宗
勢

事
件
」
、
同
十
七
年
の
「
宗
祖
御
遺
文
蝿
林
長
）
は
『
桂
林
学
叢
』
創
刊
号
（
昭
和
蝿
導
師
日
隆
聖
人
が
数
百
巻
の
蝿
の
低
下
で
あ
る
。

つ
と
そ
。
ゾ
ウ
フ

鶏
し
て
宗
門
の
生
命
は
あ
り
得
》
続
を
、
外
に
は
宗
義
の
閏
揚
を
域

せ
ん
よ
う
朝

錨
な
い
。
如
何
に
多
く
の
道
俗
を
蝿
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
簸靭

鋤
有
し
教
団
の
組
織
が
大
で
あ
蝉
ま
さ
に
こ
の
一
文
こ
そ
が
、
法
華
蝿

蕊
り
、
ま
た
行
政
上
に
万
全
を
期
輪
宗
教
学
研
究
所
の
基
本
理
念
で
あ
錨

合

蕊
し
て
も
、
そ
の
根
本
生
命
た
る
鐸
る
と
言
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
宗
祖
斡

亀
じ
き
し
ぶ
う

罫
直
正
な
教
義
を
伝
持
し
こ
れ
篭
日
蓮
大
聖
人
の
一
示
さ
れ
た
正
し
い
詳

密
を
弘
通
し
な
け
れ
ば
正
法
は
雷
教
義
に
つ
い
て
、
日
隆
聖
人
の
御
指
鍛

遥
愚

裟

４１

ｵヤ

豊
穣

⑬怯隼爺値細
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蕊
世
は
、
戦
国
時
代
の
終
期
、
河
野

権
左
工
門
（
生
国
不
詳
）
を
頭
と
す

る
一
族
郎
徒
が
上
総
国
長
柄
郡
千

町
野
新
田
（
現
、
茂
原
市
六
シ
野
千

町
）
に
入
植
し
、
開
拓
を
始
め
た
。

そ
の
一
団
の
中
に
京
都
本
註
寺

乙

に
僧
籍
を
お
く
僧
侶
が
お
り
、
や
が

て
生
活
が
安
定
し
、
小
さ
な
庵
（
本

妙
坊
）
を
建
て
修
行
し
な
が
ら
近
郷

に
布
教
す
る
こ
と
と
な
る
。

と
き
に
、
前
記
の
六
シ
野
と
い
う

所
は
、
当
時
は
広
大
な
荒
地
で
あ
り
、

ス
ス
キ
や
低
木
が
生
い
茂
り
、
湿
地
に

は
ヨ
シ
や
ア
シ
が
生
え
、
小
動
物
が
住

み
、
大
変
な
土
地
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
、
徳
川
家
康
が
こ
の
地
で

薦
狩
り
を
し
、
今
で
も
御
成
街
道
が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
い
か
に

広
大
な
原
野
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

さ
て
、
時
を
経
て
、
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
に
は
、
前
記
本
妙
坊
を

長
松
寺
と
改
称
（
寺
記
）
し
、
本
堂
を

再
建
し
、
境
内
整
備
を
行
一
弓

か
た
や
、
寛
永
五
年
（
一
六
二

八
）
、
京
都
一
乗
寺
村
に
日
善
聖
人

（
大
本
山
本
誌
寺
・
本
興
寺
両
山
二

／

埼騨証子

蕊
■"■

灘

三６Ｊ

、、

．.開創
立
寛
永
五
年
日
善
聖
人
（
大
本
山
本
鉄
寺
・
本
典
寺
両
山
一
一
十
世
）

基
大
本
山
本
俄
寺
四
十
五
世
日
行
聖
人
始
祖
守
玄
院
日
治
上
人

■

ｌ
ｂ
Ｉ

本
寺
の
境
内
に
は
、
四
季
折
々
の

花
が
咲
き
、
花
見
な
が
ら
の
参
詣
者

が
多
く
訪
れ
る
。

十
世
）
に
よ
り
、
聖
応
山
妙
感
寺
が

創
立
さ
れ
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
、

請
願
に
よ
り
、
聖
応
山
妙
感
寺
の
寺

号
を
先
の
上
総
国
長
松
寺
に
移
し

て
、
大
本
山
本
註
寺
・
本
興
寺
の
両

山
末
寺
（
寺
記
）
と
な
る
。

次
い
で
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

に
は
、
本
堂
を
建
立
、
（
大
本
山
本
註

寺
五
十
世
日
寛
聖
人
・
本
興
寺
四
十

八
世
日
憲
聖
人
に
よ
る
棟
札
御
本

：
が
鳥

尊
在
り
）
諸
伽
藍
の
整
備
を
し
、
法

華
経
布
教
の
教
線
拡
張
を
図
っ
た
。

や
が
て
、
幕
末
を
経
て
明
治
三
十

六
年
（
一
九
○
三
）
、
大
本
山
光
長
寺

五
十
四
世
日
利
聖
人
と
大
本
山
鷲
山

寺
八
十
世
日
和
聖
人
の
仲
介
に
よ

り
、
京
都
亀
岡
に
あ
る
鷲
山
寺
末
寺

本
門
寺
と
両
山
末
寺
の
妙
感
寺
と
を

末
寺
交
換
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

隣.蒋値猟⑥

L③五、

１

計
Ｉ

ｒ
哨
肌
ｎ
冊

田
中
庸
雄

千
葉
茂
原
市
妙
感
寺

ノ



為

し
た
・
一
致
派

は
、
飯
高
檀

林
（
八
日
市

場
市
飯
高
．
飯

高
寺
〉
小
西

江
戸
時
代
初
期
に
、
千
葉
県
内
に

は
日
蓮
門
下
で
も
多
く
の
檀
林
（
僧

侶
の
養
成
機
関
）
が
開
設
さ
れ
ま

檀
林
（
大
網
白
里
町
小
西
．
正
法
寺
）
．

中
村
檀
林
（
香
取
郡
多
古
町
・
日
本

寺
）
・
松
崎
檀
林
（
香
取
郡
多
古
町
東

松
崎
・
顕
実
寺
〉
玉
造
植
林
（
香
取

郡
多
古
町
南
玉
造
・
蓮
華
寺
〉
野
呂

檀
林
（
千
葉
市
野
呂
・
長
崇
山
妙
興

寺
）
が
設
置
さ
れ
、
殊
に
飯
高
．
小
西
．

中
村
檀
林
は
「
関
東
三
大
檀
林
」
と

称
さ
れ
繁
栄
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

辿
川
葉
県
内
睦
鰐
瞬
僻

'’
1，

jｌ
渡
辺
明
博

千
葉
東
金
市
妙
経
寺

輿
江
戸
時
代
幕
府
に
よ
っ
て
、
寺
社
に
下
付
さ
れ
た

寺
社
領
の
こ
と
。
証
文
地
と
も
い
う
。

|‘
Ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ⅱ
、
８
１
■
〃
弓
一
雪
唖
肥
、
叩
皿
叩
即
叩
叩
叩
如
睡
’

I階 常

匠

、怯隼宗惟承

こ
こ
で
は
大
沼
田
檀
林
の
あ
っ
た

妙
経
寺
を
紹
介
し
ま
す
。

妙
経
寺
は
正
中
二
年
（
’
三
二
五
）

茂
原
市
鷲
巣
大
本
山
鴬
山
寺
御
開

山
日
弁
大
正
師
の
高
弟
で
あ
る
蓮

秀
日
毒
聖
人
の
開
山
で
す
。
文
禄
三

年
二
五
九
四
）
鷲
山
寺
第
十
世
日
進

聖
人
が
上
総
田
間
村
（
東
金
市
田
間

閲
副
２
閏
脚
同
日
Ｍ
Ⅲ
鐘
子
２
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
即
座
，

Ｚ

勝
劣
派
で
は
、
大
沼
田
檀
林
（
東

金
市
大
沼
田
・
妙
経
寺
〉
細
草
檀
林

（
跡
地
は
現
在
白
里
中
学
校
が
建
つ
）
．

宮
谷
檀
林
（
大
綱
白
里
町
宮
谷
・
本

国
寺
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

鎧
…
…
…
瀞

■

Ｌ
Ｌ
■

長
久
寺
）
に

あ
っ
た
学
問

所
を
大
沼

田
妙
経
寺

境
内
に
移

し
て
栄
え
た
大
沼
田
檀
林
も
こ
こ

に
終
篇
を
む
か
え
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
に
大
本
山
鷲
山
寺

御
開
山
日
弁
大
正
師
第
七
百
遠
忌

報
恩
事
業
と
し
て
寺
檀
相
図
り
本

堂
大
改
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

階

住昔憩顎獄諦堂郷位憧回

渡
辺
明
博

千
葉
東
金
市
妙
経
寺

''’''1|’転
せ
し
め
た
こ
と
が
当
檀
林
の
起

源
で
す
。

元
和
八
年
（
’
六
二
二
）
徳
川
秀
忠

が
麿
狩
の
際
、
大
沼
田
へ
立
寄
り
、

境
内
東
西
七
十
間
翁
南
北
百
二
十
間
が

茶
御
朱
印
地
と
な
り
ま
し
た
。
寛
永

六
年
（
一
六
一
一
九
）
大
本
山
第
十
三
世

日
乾
聖
人
（
大
沼
田
檀
林
中
興
開

基
）
は
檀
林
を
勝
劣
派
の
常
談
所
と

定
め
、
学
徒
四
方
よ
り
集
ま
り
隆
盛

を
極
め
た
よ
う
で
す
。

寺
内
に
恵
正
院
、
寛
照
坊
、
大
仙

坊
の
三
院
坊
の
他
、
乾
師
堂
、
八
幡

宮
、
鬼
子
母
神
堂
等
の
諸
堂
が
あ
り
、

檀
林
施
設
と
し
て
講
堂
・
本
院
．
柳
寮
．

側
坊
そ
の
他
、
所
化
寮
三
十
六
軒
を

有
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
初
年
に
至
り
学
徒
数
減
少

し
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
本
堂
と

共
有
し
て
い
た
講
堂
を
妙
経
寺
に

譲
渡
し
、
正
法
法
華
の
修
学
道
場
と

為 焔

軍雷雲



》
鰯
法
華
宗

胃

教
化
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
二
町
・
法
華
宗
宗
務
院
を
会
場
と
す
。
心
静
か
に
、
釈
尊
の
真
の
お

十
年
に
『
写
経
御
手
本
集
』
を
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
言
葉
で
あ
る
法
華
経
を
一
文
字

作
成
発
行
し
て
以
来
、
全
国
の
写
経
は
、
法
華
経
に
説
か
れ
て
一
文
字
拝
写
さ
せ
て
い
た
だ
く

寺
院
教
会
や
檀
信
徒
の
皆
様
い
る
〔
五
種
法
師
］
つ
ま
り
こ
と
は
、
信
心
が
増
進
す
る
と

か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

。
共
に
、
私
た
ち
法
華
信
徒
に
と

。
じ
ゆ
じ

す
。
ま
た
、
多
く
の
方
々
か
ら
「
写
受
持
…
法
華
経
を
信
仰
し
、
っ
て
、
唱
題
・
読
経
に
次
ぐ
大
切

経
会
」
を
開
い
て
欲
し
い
と
の

襟
っ
て
日
々
の
生
活
な
修
行
で
す
。

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
を
送
る
こ
と
当
日
は
、
東
京
・
千
葉
・
東
海
の

回
教
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
三
教
区
内
よ
り
住
職
担
任
・
寺
庭

ど
く

「
第
一
回
写
経
会
」
が
、
残
暑
厳
読
：
：
：
法
華
経
を
見
て
経
婦
人
・
檀
信
徒
、
そ
し
て
一
般
の

し
い
八
月
三
十
日
、
東
京
人
形
文
を
読
む
こ
と
方
々
十
三
名
が
お
集
ま
り
く
だ

薗巳

Ｉ

声

、
ゆ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
併
可

勺

陣

０

４

■

８

－

ｑ

６

．

０

０

９

ｑ

Ｄ

ｚ

ｒ

Ｄ

Ｅ

ｇ

ｑ

②

‐
‐
，
１
１
，
‐
Ｉ
‘
‐
‘
’

・
Ｏ
Ｂ
，
、
●
ｒ
，

ｏ
さ
り
、
午
後
一
時
よ
り
法
昧
言

諦
…
…
法
華
経
を
暗
記
し
上
、
そ
の
後
セ
ン
タ
ー
所
員
で
あ

て
読
む
こ
と
る
中
村
妙
心
師
に
よ
る
講
義
、
写

経
実
践
、
セ
ン
タ
ー
所
長
の
挨
拶

解
説
…
法
華
経
を
理
解
し
、
が
あ
り
、
午
後
三
時
に
閉
会
と
な

他
の
人
に
説
く
こ
と
・
り
ま
し
た
塁
墾
裁
で
は
、
、
写
経
の

心
得
②
写
経
の
歴
史
③
筆
の

課
尋
…
法
華
経
を
書
き
写
ｐ
持
ち
方
側
腕
の
構
え
方
⑤
誤
り

す
こ
と
の
処
理
法
⑥
構
成

と
い
っ
た
写
経
の
基
礎
に
つ
い
て

聖
雅
蝿
認
龍
耀
腰
毒
一
盤
鍛
鯛
廠
鯛
峨
謹

ｑ
ｑ
ｑ
且
■
■
４
“
ｑ
ｑ
ｇ
．
ｑ
■
．
ｐ

▽
や
．
ｅ
４
９
“
も
『
凶
Ｔ
ｑ
８
Ｇ
勺
々

夕

を
実
践
し
、
受
講
生
の
方
々
は
一

筆
一
心
に
集
中
さ
れ
な
が
ら
写

経
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
関
東
三
教
区
を
中
心

・
に
開
催
さ
れ
た
「
写
経
会
」
で
し

た
が
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
日
本
全

国
各
地
で
こ
の
「
写
経
会
」
を
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

一
人
で
も
多
く
の
方
に
身
近
な

所
で
写
経
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

よ
り
一
層
の
信
力
増
進
に
励
ん
で

。
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
教
化
セ
ン
タ
ー
報
）
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